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阿
部
正
浩
経
済
学
科
助
教
授
の

著
書
「
日
本
経
済
の
環
境
変
化
と
労

働
市
場
」（
東
洋
経
済
新
報
社
）
が

２
０
０
６
年
度
の
「
労
働
関
係
図
書

優
秀
賞
」（
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
主
催
、
読
売
新
聞
社
後
援
）
を

受
賞
し
た
。

同
賞
は
、
労
働
に
関
す
る
優
秀
図

書
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働

問
題
に
関
す
る
一
般
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
労
働
に
関
す
る
総
合

的
な
調
査
研
究
の
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
賞
で
今
年
で

29
回
目
。

本
書
は
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に
起

こ
っ
た
労
働
市
場
に
お
け
る
構
造
変

化
の
影
響
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

ミ
ク
ロ
経
済
学
的
分
析
を
行
う
こ
と

で
、
政
策
的
対
応
を
考
え
る
上
で
の

有
用
か
つ
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
た

力
作
で
あ
る
、と
の
評
価
を
受
け
た
。

９
月
20
日
、
９
月
卒
業
式
が
挙
行

さ
れ
た
。今
年
度
は
英
語
学
科
14
名
、

言
語
文
化
学
科
３
名
、
経
済
学
科

16
名
、
経
営
学
科
16
名
、
４
学
科
か

ら
留
学
生
を
含
め
た
計
49
名
が
卒

業
。
卒
業
式
に
続
い
て
は
祝
賀
会
が

行
わ
れ
、
巣
立
っ
て
い
く
学
生
た
ち

の
門
出
を
祝
っ
た
。

ま
た
、
９
月
入
学
式
は
９
月
25
日

に
行
わ
れ
、
言
語
文
化
学
科
に
中
国

か
ら
の
留
学
生
４
名
が
入
学
。
新
入

生
は
秋
学
期
か
ら
集
中
的
に
日
本
語

を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
け
る
。

平
成
19
年
４
月
開
設
を
目
標
に
申

請
し
て
い
た
国
際
教
養
学
部
設
置
届

出
が
９
月
４
日
付
け
で
文
部
科
学

省
に
受
理
さ
れ
た
。
学
部
の
増
設
は

１
９
６
７
年
の
法
学
部
以
来
40
年
ぶ

り
。
学
科
と
し
て
言
語
文
化
学
科
が

お
か
れ
る
。入
学
定
員
は
１
５
０
名
。

な
お
、
国
際
教
養
学
部
長
予
定
者

と
し
て
松
丸
壽
雄
教
授
、
言
語
文
化

学
科
長
予
定
者
と
し
て
浅
山
佳
郎
教

授
が
決
ま
っ
て
い
る
。
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経
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労
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優
秀
賞
」
受
賞

「学生による教育環境改善のためのアンケート」に寄せられた
皆さんの声は大学環境改善に積極的に反映していきますので、
来年1月に実施する第2回のアンケートもご協力をお願いします。 
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2
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2005年度「学生による教育環境改善のためのアンケート」 
結果を受けての大学の改善対応について（報告） 
 「学生による教育環境改善のためのアンケート」は2005年
7月に第1回が実施され、その集計結果は獨協大学ニュース
2005年12月号で報告いたしました。このアンケートは自己点
検運営委員会が実施しましたが、アンケートで学生の皆さま
からお寄せいただいた窓口、施設等に対するご意見への対
応は、その後部課長会に検討を委ねました。これを受け、部
課長会では以下の3つのプロジェクトチームを設置し、具体
的改善策等の検討を行ってきました。今年度、秋学期授業
評価アンケート実施とあわせ1月に第2回目のアンケートを実
施するにあたり、2005年度アンケート結果を受けての大学の
改善取り組みについてご報告いたします。 

 
 
　　窓口サービス関連改善検討プロジェクトチーム 
　本チームは昨年12月に次の対応策を発表しました。 
①速やかにできることから着手する。 
②より一層の窓口対応改善を目指して全事務局共通となる「スロー
ガン」を作成して公開し、事務局全体で窓口対応改善のための
キャンペーンを展開する。 
③学生に対して積極的な窓口利用案内の情報を提供する。 
　この実行素案を受けて「窓口対応業務関連作業部会」を2月に設
置し、職員を対象にアンケート調査を実施、その結果を受け、「窓口対
応スローガンの作成と推奨」「窓口優先キャンペーンの実施」「窓口
業務内容の周知」「学生の要望受付システム」の実施を提案いたしま
した。現在事務局ではこれらを実行するために実行部会の編成を計画
しています。 
　なお、このアンケート結果の対応とは別に、事務局全体の改善を
めざして昨年夏から試行スタートさせた「昼休みの窓口オープン」と「ス
タッフプレート着用」は、4月1日から正式に実施しています。 

　　施設・設備関連改善検討プロジェクトチーム 
　1月に検討結果と対応案を報告しました。その概要は次のとおりです。 
①回答総数838のうち、とても満足～普通が550、やや不満～不満が285、
不明が3であった。 
②やや不満～不満285の内訳は、多い順に教室関係（167）、空調設
備関係（55）、ＩＴ関係（27）、放送設備関係（10）、トイレ関係（9）、
エレベータ関係（3）、その他（14）であった。 
③全学的に緊急性の高いものから予算を確保し年次計画により改善
して行く。 
　本年度は文化・体育部室棟の湯沸室および体育部室棟シャワー室・
洗濯室の改修を中心に工事を行うこととしました。 
　なお、このアンケートには学内の業者に対する要望もありましたので、
自由記述部分を業者に提示して改善を申し入れ、業者より改善に努力
する旨回答がありました。 
 
　　教務事務・業務改善プロジェクトチーム 
　教務課ではこのアンケートに先立ち2005年6月に教務事務の改善
や窓口サービスの向上をめざし「信頼される教務課」づくりを目標と
してプロジェクトを立ち上げており、同プロジェクトではこのアンケートに
寄せられたさまざまな要望に対する改善方策を検討しました。現在、
改善可能なものから逐次実行しています。主な取り組みとしては、「学
生の個人情報に関する諸制度整備」、「履修登録、定期試験、教務
課刊行物等の見直し・改善のための学生モニター制度の実施（大学
ニュース2006年5、10月各号紹介）」、「教務事務を円滑・効率的に
執り行うための諸規程・業務マニュアル整備」を進めています。 
　なお、学部・学科の教育等に関する意見については現在、教務委員
会を通じて学部・学科で検討されています。 

自己点検運営委員会 

『日本経済の環境変化と
労働市場』（東洋経済新
報社・2005年）

各学部長から卒業証書が手渡された

９
月
卒
業
式
・
入
学
式

外
国
語
学
部
・
経
済
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実
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国
際
教
養
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部
設
置

届
出
受
理
さ
れ
る


